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女子大学批判とそれに対する女子大学の取り組み
―1950 年代後半～ 60 年代を中心に―
Criticism of Women’s University and Efforts against them
―focus on late 1950s and 1960s― 
真  橋　美智子
MABASHI Michiko
［Abstract］In later 1950s, 10 years after establishment of women’s university, where the 
number of women’s university increased and it became conventional for women to go on to co-
educational university,  public interest in presence of women’s university and female university 
students increased. Joshidaigaku muyouron and Joshigakusei boukokuron were quoted in many 
magazines in later 1950s and in 1960s, respectively, and there was much discussion about criti-
cism of women’s university.
 In this paper, I investigated focusing on later 1950s and 1960s the trend of women’s university 
in the period where the series of Joshidaigaku muyouron and Joshigakusei boukokuron was dis-
cussed, how women’s university responded to the criticism and took new actions for reformation.
 Main parts of criticism for women’s university were against their ‘inferior education and re-
search environment’ and ‘home economics’, and it was shown that the universities tried to 
improve the quality of education by improvement of education and research environment, for ex-
ample, expansion of libraries, establishment of graduate schools and affiliated research institutes.
はじめに
戦後の教育改革により 1948 年に私立 5 女子大学が誕生したが、女子大学数は 1955 年には国
立、公立、私立合わせて 32 校に、さらに 1969 年には 82 校にまで増加した。1950 年代までの女
子大学は旧制女子専門学校を母体とするものが中心であったが、60 年代には女子短期大学を設
置する法人が新たに 4 年制女子大学を設立するという女子短大を母体とするものが多くなってい
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学生に対する一方的ともいえる批判やそれをめぐる議論が展開された。こうした批判や議論は女
子大学ではどのように受け止められたのであろうか。





























の進学者が義務教育修了者数の 3 分の 2 を占めるまでになった。1963 年 6 月、中央教育審議会
では「後期中等教育の拡充整備について」の諮問を受けて、（1）今後の国家社会における人間像は
いかにあるべきか、（2）個人の能力・適性・進路などに応じて後期中等教育の拡充整備を図るた

























1963 年の第 11 回全国私学教育研究集会の第六部会は「女子教育」をテーマとし、女子生徒の心
理と教育、女子教育の問題点と将来などの課題について報告が行われている 8）。また、同年 11


























































1965 年に日本女子大学において、日本女子大学及び附属校・園教員 9 名による座談会「これか


























































る女性も徐々に増加した。1955 年の 4 年制大学への進学率は女子が 2.4 ％、男子 13.1 ％であるが、
1969 年には女子が 5.8 ％、男子が 24.7 ％と依然男女差は大きいものの女子の進学率も緩やかに
上昇している。一方、短期大学では、男子の進学率が 1.9 ％でほとんど変化はないが、女子の進
学率は 2.6 ％から 10.3 ％に大きく伸びている。いわゆる「女子は短大、男子は四大」という状況
がみられる。




女子大学数の推移をみると、1948 年に 5 校の私立女子大学が誕生して以来、女子大学数は
1955 年に 32 校、65 年には 62 校、69 年には 82 校にまで増加した。
次に大学における女子学生の専攻分野に注目してみると、1955 年から 60 年代にかけて女子学
生の比率が上昇したのは「文学」（「人文科学」）で、1969 年の「人文科学」では女子学生数が男子
学生数を上回った。その他の分野にはあまり変化は見られない。とりわけ私立大学における「文















































































































































































また、神戸女学院大学では、1950 年代後半から 60 年代は「拡充の時代」として位置付けられ






音楽部、家政学部の 3 学部体制となり、ハード、ソフトの両面から改革が図られている 34）。





研究面の充実が図られている。また 1969 年には新学科国際関係学科が増設されている 35）。
女子大学問題を機関誌でも取り上げた日本女子大学では、1956 年 4 月に卒業生の上代タノが、






いえる。ちなみに、59 年 9 月に国際大学協会に加盟し、国際的にも認められることになった。





















り取り、財団関係者の日本女子大学訪問、詳細な計画書提出などを経て、1960 年に 4 万 8 千ド
ルの助成金が財団の役員会で決定され、その助成金を得て大学院設置にこぎつけたのである39）。









言・協力により、1964 年 6 月に新図書館が開館し、教育・研究環境の整備につなげた 41）。
女子教育研究所の設立
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